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審 査 の 要 旨 
【批評】 
 本論文は、柔軟・弾力性を持つ変形物の検出に関する新たな手法の可能性を見出す新しいセンサ技
術であり、ソフトロボティクス分野のみならず、対人親和性が要求される人間機械系の研究において
も大きな貢献のある成果である。柔軟性と弾力性という工学的要件に加え、小型のデバイスで実現す
るための数理モデルを考案し、導電性を有する素材に実装し、実際に変形する物体表面における評価
実験を通じ、提案手法の有効性を明らかにした。また、異なる硬さの柔軟物からなる複合物の弁別や、
表情表出に伴う表面の幾何学的変形を計測する応用について述べている。 
 これまで柔軟物を対象とするセンサは、接触・非接触など様々な提案があるが、いずれも物理的な
センサの場所や形状による制約が大きいため、実際に計測する対象の物理的特性を保持しながらその
変化や変形を計量することは容易ではない。そこで本研究は、柔軟・弾力性を持つ変形物における３
次元的な物理的な変形に対し、その電気的な性質を巧みに利用することで、表面のみならずその内部
の変形や硬さを検出するための手法の応用可能性を大きく拓く新たな手法を提案している。これによ
り、広く柔軟物を扱うインタフェース、ロボティクス、ハプティクス分野に対する応用の可能性を拓
くものであるとともに、対人親和性が要求される人間機械系の研究として高く評価できる。 
 これらの成果は、基礎的な電気電子工学のみならず、人間機械系およびサイバニクス分野の発展に
資すること大である。よって、本論文は博士(工学)の学位論文として相応しいものであると認める。  
【最終試験の結果】 
平成２９年２月８日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
